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第 16 課 Adisua  a to so du nsi a                             

W’ak Ntonso da? 

★ 完了形 

 
 

 2-48 
Kofi: Mari, w’ak Ntonso da? 
  マリ、ントンソに行ったことある？ 
Mari: Daabi, menk Ntonso da. 
  いいえ、ントンソに行ったことはないわ。 
  Minim s w din w adinkra ntoma y mu. 
  アディンクラ布作りで有名なのは知ってるけど。 
Kofi: Nok re ni.  

そのとおり。 
W’ahu adinkra da? 

  アディンクラは見たことある？ 
Mari: M’ahu  bi mpr bebree.  
  何度も見たことあるわ。 
Kofi: Mari, nn, ynkhw Ntonso? 
  マリ、今日ントンソに行ってみる？ 
Mari: Yọo ̣, ynk! 
  うん、行きましょう！ 
Kofi: Ԑ ne, yẹdidi wiẹ a, ynk! 
  じゃあ、食事が終わったら、出発しよう。 
 
 
 
 
Ntonso ントンソ 
da これまで 
nim 知っている 
s …ということ 
w din w…mu で有名な 
adinkra アディンクラ 

ntoma 布                   2-49 
nokre 事実、本当のこと 
hu 見る 
mpr …回 
bebree たくさん 
a …すれば 
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● 完了形 

完了形は動作が完了してその結果が現在まで続いていることを表し、「～したことが

ある」、「～してしまった」の意で、語根の前に完了辞 a-を付けた形になります。 
主語接語 = a - 語根 

主語接語 me=/ mi=, wo=/ wu=, y=/ yẹ=, =/ ẹ=の母音は失われて m’a, w’a, y’a, a にな

り、=は a-と融合して wa になります。声調は、完了辞は主語／主語接語末声調に同化

し、語根は全て全体が H で現れますが、完了辞が H の場合、ダウンステップが起こりま

す（1 音節語根で L が後続する場合は、ダウンステップ H が L になります）。 
M’atwdua.  私はもう木を切りました。                   2-50 

Wahy  彼はもう服を着ました。 

Y’at kaa.   私たちはもう車を買いました。 

Moadi  kọọkọ?  あなたたちはもうお粥を食べましたか？ 

W’apoma?  あなたが杖を折っちゃったんですか？ 

Kọfi  akyeakura.  コフィはもうネズミを捕まえました。 

Wadum.   彼はもう消しました。 

Ama atn.  アマはもう売りました。 

M’abi pono.  私はドアをもう開けました。 
Wa kwan.  彼はもう道を教えました。 
Afi a awa   アフィアは結婚しています（もう結婚しました）。 

Wn’as tiibi.  彼らはテレビを壊してしまいました。 

W’af r maame?  もうお母さんに電話しましたか？ 
Abu.   それは壊れてしまいました。 

 
CVS(V)語根は、目的語がある場合 HL になります。                           2-51 

M’adum  kanea.  私は明かりを消してしまいました。 
Watn kwadu.  彼はバナナを売ってしまいました。 

 
主語接語が 2人称単数の場合と 3人称単数の場合は、声調のみによって区別されます。                                                             
2 人称単数    3 人称単数                          2-52 
W’abiẹ pono.   Wabie ̣ pono. 
あなたはもうドアを開けました。 彼はもうドアを開けました。 
W’akye r Twii.   Wakyer Twii. 
あなたはもうアカン語を教えました。 彼はもうアカン語を教えました。 

 
● 否定完了形 

否定完了形では、完了辞の代わりに過去辞を使い、次のような形になります。 
主語接語 = N - 語根 – e/i 
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声調は、否定辞は主語／主語接語末声調に同化します。過去辞は L、語根は全て全体が

H で現れますが、否定辞が H の場合、ダウンステップが起こります（1 音節語根で目的

語が後続する場合、ダウンステップ H が L になります）。                     2-53 
Ↄnhy   彼はまだ服を着ていません。 

Wummpoma.   あなたは杖を折っていません。 

Mintwdua.   私はまだ木を切っていません。 

Wnnt kaa.   彼らはまだ車を買っていません。 

Kọfi  nakura.   コフィはまだネズミを捕まえていません。 

Ọnnumm  kanea.   彼はまだ明かりを消していません。 

Ama nt abrb.   アマはまだパイナップルを売っていません。 

Mimmipono.   私はまだドアを開けていません。 
Ↄnkye kwan.   彼はまだ道を教えていません。 

Afi a nwa   アフィアはまだ結婚していません。 

Ↄns tiibi.    彼はまだテレビを壊していません。 

Wonf r maame?   まだお母さんに電話していないのですか？ 
Ẹmmui.    それはまだ壊れていません。 

 
主語接語が L、CVS(V)語根で目的語がある場合、否定習慣・希求形、否定進行・未来

形、希求形と声調のみによって区別されます（主語接語が H の場合、否定習慣・希求形

と否定進行・未来形は同じになります。第 11 課参照）。 
否定習慣・希求形   否定進行・未来形                    2-54 
Yẹnnum kanea   Yẹnnum kanea 
私たちは明かりを消しません。 私たちは明かりを消していません。 
希求形    否定完了形 

Yẹnnum kanea!   Yẹnnumm  kanea. 
明かりを消しましょう。  私たちはまだ明かりを消していません。 

 
Nhwso 1 アカン語で言ってみましょう。（解答は次ページ） 

1. 私はクマシに行ったことがあります。 
2. 私はアペテシを飲んだことがありません。 
3. もうドアを閉めましたか？ 
4. アマはもう明かりを消しました。 
5. （私たちは）もうアクラに着きましたよ。 
6. まだその本を読んでいないんですか？ 
7. 彼女はまだバナナを売っていません。 
8. 私たちはもうプランテンを買いました。 
9. 彼女はもう服を縫いました。 
10. お母さんはもう服を洗いました。 
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Nhwso 1 解答                                                          2-55 
1. M’ak Kumase  da. 
2. Mennomm apẹte ̣hyi da. 
3. W’ato  pono no mu? 
4. Ama adum kanea. 
5. Y’adru Nk ran. 
6. Wonkann nwoma no ? 
7. Ↄntnn kwadu no . 
8. Y’at bde. 
9. Wapam ataade. 
10. Maame asi ntaade. 

 
 
 
Nhwso 2 「．．．したことがある／ない」を使って自由に言ってみましょう。 
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アディンクラ 

 

アディンクラ・ントマ（adinkra ntoma）とは、アディンクラ（adinkra）と呼ばれ

るシンボルを施した、主に葬式に着られる衣装用の布です。アディンクラもまた、ケン

テと同様に 1 つ 1 つのシンボルが、アカン族に伝わることわざや彼らの価値観、信仰と

結びついています。例えば、梯子のアディンクラを施したントマを葬式で身につける人

は、「死の梯子は 1 人が登るものならず」ということわざを表現しているのです。アデ

ィンクラやケンテは、文字を持たなかったアカン族の間で、メッセージ伝達のための、

時にはことばよりも効率的で効果的な手段として機能してきたと考えられます。 

 伝統的には、アディンクラを瓢箪の皮に彫ったスタンプに、樹皮を煮詰めた液をつけ

て型押ししますが、最近ではペンキを使った効率的なスクリーン・プリントが主流にな

っています。 

  

  
スクリーン・プリントでアディンクラを布に施す青年（左上）、出来上がったアディンクラ・ントマ（右上）、

アディンクラを施した壁（左下）とドア（右下）。 



 92

 自然 

 
 2-56 

ẹwiẹm   空 
awia    太陽 
b    雲 
asaase   地面 
bosome    月 
sram    月 
ns rọma   星 
mframa   風 
nsuọ    雨 
ẹgya    火 
po    海 
nsutene   川 
ẹsre ̣m    サバンナ 
kway   森 
ẹwura（複 nwura）  茂み 
ẹdua（複 nnua）  木 
ahaban（複 nhaban） 葉 
nhwere n   花 
sr    草 
nsensan   草 
bo（複 mmo）  石 
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